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１
月
28
日
（
木
）
か
ら
２
月

９
日
（
火
）
ま
で
、
東
京
都
中

央
区
日
本
橋
に
あ
る
「
奈
良
ま

ほ
ろ
ば
館
」
で
、
大
和
さ
く

ら
い
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の

紹
介
と
、
桜
井
市
の

魅
力
や
観
光
情
報
を

紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
近
く
に
行
く
機

会
が
あ
れ
ば
、
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

発
信
！

大
和
さ
く
ら
い
ブ
ラ
ン
ド

第
１
回
の
認
定
品
と
し
て
選
ば
れ
た
７
品
目
に
関
し
て
、

平
成
27
年
12
月
21
日
（
月
）、
製
造
・
販
売
し
て
い
る
代
表

の
み
な
さ
ん
に
、
認
定
書
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

（後列左から）　共栄印刷株式会社 堀井清孝さん、柿の葉すし山の辺 大前英二さん、松井市長、桜井市地域ブラ
ンド認定推進委員会副委員長（商工会会長） 卜部能尚さん、株式会社白玉屋榮壽 石河敏正さん

（前列左から）　西内酒造 西内康雄さん、ダイニングバー IBASHO 瀧野太郎さん、とろろめし山和 山戸和宏さん

目的

・�

認
定
品
の
販
売
を
支
援
し
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

・�

認
定
品
を
通
じ
て
市
の
認
知
度
を
高
め
、
ま
ち
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

大和さくらいブランド認定マーク



やまとびと 女
めおとまんじゅう
夫饅頭

　やまとびとの「女夫饅頭」は、
1998 年から発行されているフ
リーペーパーやまとびとコンセ

プトショップ「やまとびとのこころ
店」開設に伴い、フラッグシップ商品として
開発されました。商品開発にあたっては奈良
県立大学客員教授の岡本彰夫さんに監修いた
だき、現代に復刻することができたそうです。
　女夫饅頭は、江戸時代に伊勢街道の道中で
あった大字黒崎周辺で作られていたもので、
長谷寺へ参詣する人々がこぞって買っていっ
たといわれています。嘉永６年に刊行された

「西国三十三所名所図会」にも、黒崎の名物と
して掲載されています。
　復刻させた共栄印刷株式会社の堀井清孝さ
ん（50）は「地域の歴史的、文化的な資産で
もある女夫饅頭が、このままなくなっていく
のはもったいない。復刻することで、一人で
も多くの人に食べていただきたい。そして、
奈良を代表するお菓子が桜井にあったことを
知ってもらいたい」と話します。
　この女夫饅頭は、長谷寺参道筋にあるやま
とびとのこころ店で味わうことができます。
　女夫饅頭は３層に重なった珍しい作り。こ
し餡入りの白い薯

じょうよまんじゅう
蕷饅頭と紅色をした酒饅頭

で、粒餡の層を挟んだものです。鮮やかな紅
白の饅頭を一対としていることからこの名が
付いたのでしょうか。ほんのり酒の香りがす
る饅頭は、上品な色と形で蘇っています。

柿の葉すし山の辺

　「郷土の食べ物って、
身近で簡単に作れるとい
うことが基本ですよね」。
　桜井にはかつて魚市場があり、熊野や伊勢
から魚が運ばれてきていました。途中には柿
の産地もあります。大前英二さん（57）はこの
街道を「鯖街道」と名づけ、終着点である桜
井で、運ばれてきたものを集合させた柿の葉
すしを作る決意をしました。
　「昔は、家の裏や畑によく柿の木が生えてい
たものです。子どもの頃は木登りして熟れた
柿を採ったり、身近なものでしたね。近所の
おばあちゃんは葉っぱで包んでお寿司を作っ
てくれた。今は何でも店に行ったら売ってる
し、買ったら楽やからって手間かけなくなっ
たけど、自分たちで作るのがまた流行ってる
でしょ。みんなで教え合いながらわいわい作
るのって楽しいもんね」。大前さんは、柿の葉
すしを売るだけではなく、４年前に始めた体
験道場にも力を入れます。ここで覚えて、自
分でまた作ってほしいと言います。
　11 月から 12 月ごろまでは、紅葉した葉を
使用。初めて見た人は、その美しさに驚きます。
　何でも３年同じことだけをやっていてはい
けない。大前さんはそう話します。体験だけ
ではなく、イベントへの積極的な出店や東京
進出、修学旅行生の農家民泊も始めました。「や
りたいことは他にもある。70 歳まではまだま
だ突っ走ろうと思っていますよ」。柿の葉すし
を広めながら、大前さんは今でも夢を見てい
ます。

★

長谷寺●

やまとびとのこころ店
大字初瀬 830

55-2221

長谷寺参道筋

至 明日香

★飛鳥資料館● ●
老人ホーム★

体験道場
天空の郷

柿の葉すし山の辺
大字山田 676-2

45-3675

至 桜井市街

165 号

復刻・集結
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西
内
酒
造

　
「
日
本
酒
造
り
に
は
、
米
と
水
が
大
事
。

特
に
水
は
酒
の
成

分
の
80
％
を
占
め

る
も
の
で
す
。
こ

の
辺
り
は
良
質
の

井
戸
水
に
恵
ま

れ
て
い
て
、
昔
か
ら
酒
造
り
に
適
し
た

地
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」。西
内
康
雄
さ
ん

（
73
）は
そ
う
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
住
み
込
み
の
杜
氏
を
５
、６

人
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
家
族
だ

け
で
約
10
種
類
の
酒
を
造
り
ま
す
。
酒

を
造
れ
る
人
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
り
、

後
継
ぎ
も
な
く
廃
業
す
る
酒
蔵
も
全
国

で
は
多
い
と
言
い
ま
す
。

　

西
内
さ
ん
は
、
息
子
の
隆
允
さ
ん

（
38
）と
共
に
、
酒
蔵
に
立
ち
ま
す
。

隆
允
さ
ん
は
大
学
で
発
酵
工
学
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
灘
の
大
手
酒
蔵
会
社
で

修
業
し
、こ
れ
ま

で
ず
っ
と
現
場

に
身
を
置
い
て

き
た
父
と
、
学

問
と
し
て
酒
造

り
に
欠
か
せ
な

い
発
酵
過
程
を

学
ん
だ
息
子
。

二
人
三
脚
で
伝

統
の
味
を
守
っ

て
い
ま
す
。「
若
い
こ
ろ
か
ら
父
が
酒
を

造
る
姿
を
間
近
で
見
て
き
た
の
で
、
自

然
に
そ
の
道
に
進
ん
だ
感
じ
で
す
ね
」。

隆
允
さ
ん
は
自
分
の
進
路
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

大
吟
醸
に
使
わ
れ
る
兵
庫
県
産
の
米

山
田
錦
は
、
日
本
酒
を
作
る
の
に
最
も

適
し
た
品
種
の
１
つ
で
、
40
％
ま
で
精

米
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
、
冷
た
い

井
戸
水
を
使
っ
て
手
作
業
で
洗
い
ま
す
。　
　

　
「
少
人
数
で
い
ろ
ん
な
酒
を
造
っ
て
い

る
の
で
、
毎
年
順
番
な
ん
で
す
。
選
ん

で
も
ら
っ
た
貴
醸
酒
と
古
代
米
酒
、
実

は
今
年
は
作
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
も
と

も
と
貴
醸
酒
は
作
っ
て
３
年
熟
成
さ
せ

る
た
め
、
昨
年
作
っ
た
分
も
飲
ん
で
も

ら
え
る
の
は
２
年
後
で
す
ね
。
熟
成
さ

せ
る
こ
と
で
さ
ら
に
風
味
が
増
し
て
お

い
し
く
な
り
ま
す
」。

　
「
談
山　
貴
醸
酒
」
は
、
仕
込
み
水
の

代
わ
り
に
清
酒
を
使
っ
て
醸
造
し
ま
す
。

熟
成
成
分
を
多
く
含
み
、
そ
の
濃
淳
さ

は
、
世
界
の
高
級
な
白
ワ
イ
ン
に
似
て

い
る
と
評
さ
れ
ま
す
。

　

卑
弥
呼
の
里
と
言
わ
れ
る
桜
井
に
ふ

さ
わ
し
い
酒
を
造
り
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
誕
生
し
た
の
が
「
古
代
米
酒　

卑

弥
呼
の
里
」
で
す
。
透
明
感
あ
る
桜
色

を
し
て
お
り
、
華
や
か
で
独
特
な
香
り
。

原
料
米
の
一
部
に
黒
米
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
黒
米
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

を
多
く
含
む
た
め
、
健
康
に
良
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
酒
は
地
方
の
文
化
で
す
。
地
の
米
、

地
の
水
を
使
っ
て
、
全
国
の
日
本
酒
フ
ァ

ン
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
魂
込
め
て
酒
造
り
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」。
西
内
さ
ん
は

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

名
物
み
む
ろ
（
も
な
か
）

　
「
創
業
は
１
７
０
年
前
の

弘
化
元
年
。
ま
だ
開
国
も
し

て
い
な
い
時
代
で
、
甘
い
砂

糖
は
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
明
治
の
中
期
以

降
、
原
料
の
配
分
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

砂
糖
の
精
製
度
合
は
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
昔
よ

り
食
べ
や
す
く
、
お
い
し
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
」。

大
神
神
社
の
ご
神
体
で
あ
る
三
諸
山
の
名
に
ち
な

ん
だ
名
物
み
む
ろ
。
株
式
会
社
白
玉
屋
榮
壽
の
代

表
を
務
め
る
石
河
敏
正
さ
ん（
57
）は
、
一
子
相
伝

で
受
け
継
ぐ
７
代
目
で
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
太
平
洋
戦
争

前
ま
で
は
、
和
菓
子
全
般
の
ほ
か
一
部
洋
菓
子
も

作
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
が
戦
争
中
、
原

料
不
足
や
鉄
の
型
の
供
出
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
べ

て
な
く
な
り
ま
し
た
。「
戦
後
商
売
を
再
興
す
る

際
、
効
率
の
良
さ
も
あ
っ
て
、
売
れ
筋
商
品
だ
っ

た
も
な
か
だ
け
に
な
っ
た
ん
で
す
」。
石
河
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
の
店
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。　
　

　
み
む
ろ
の
賞
味
期
限
は
１
週
間
。「
よ
く
冷
凍

庫
で
保
存
す
る
と
聞
き
ま
す
が
、
箱
の
ま
ま
入
れ

る
と
他
の
に
お
い
が
移
っ
た
り
、
解
凍
の
仕
方
を

間
違
え
る
と
水
分
を
吸
っ
て
皮
が
べ
た
っ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
湿
度
の
低
い
日
に
自
然
解
凍
す

る
か
、
電
子
レ
ン
ジ
の
解
凍
モ
ー
ド
に
合
わ
せ
た

ら
ま
だ
ま
し
で
す
か
ね
。
で
も
や
は
り
食
感
が
違

う
ん
で
、
で
き
る
だ
け
１
週
間
以
内
に
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
」。
石
河
さ
ん
は
笑
い
ま
し

た
。
少
量
の
水
を
足
し
て
鍋
で
煮
る
と
お
い
し
い

ぜ
ん
ざ
い
に
な
る
と
の
こ
と
。
寒
い
時
期
に
は
、

こ
ん
な
食
べ
方
も
お
す
す
め
で
す
。

やまとのうさぎまんじゅう

　別の仕事をして
いた山戸和宏さん

（39）が、飲食業を
始めようと考えた
のは７年前。自分
が作ったものの感
想を、直接目の前で聞くことがで
きるという点に惹かれたと言いま
す。
　「飲食をやるなら、奈良県産の
もの。そして、伝統野菜を使う
ということを追求したかったんで
す」。山戸さんの想いからたどり
ついたのが、大和芋をメインに
使ったお店でした。やまとのうさ
ぎまんじゅうは、県産大和芋を
使った薯

じょうよまんじゅう
蕷饅頭です。

　文献を読んでは失敗を重ねなが
ら、やっと店で出せる形になった
と言います。一つひとつ手作りで、
添加物も使っていません。
　大神神社のなで兎にあやかって
うさぎの形にし、かわいらしさを
出すため、しっぽをつけたそうで
す。親しみやすく、女性を中心に
人気商品となりました。
　毎月１日は、大神神社の一日参
りで店の前を多くの車や人が行き
交います。「三輪さんのおかげで
商売ができるんです。これからも
桜井市発展のためがんばりたい」。
山戸さんはそう決意します。

談
山　
貴き
じ
ょ
う
し
ゅ

醸
酒

古
代
米
酒　
卑
弥
呼
の
里

とろろめし山
や ま と

和
大字三輪 648-3

42-1066

★
JR
三
輪
駅

１
６
９
号

 継承される技 ・         新しく生まれる味

至 

天
理
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造
り
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
誕
生
し
た
の
が
「
古
代
米
酒　

卑

弥
呼
の
里
」
で
す
。
透
明
感
あ
る
桜
色

を
し
て
お
り
、
華
や
か
で
独
特
な
香
り
。

原
料
米
の
一
部
に
黒
米
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
黒
米
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

を
多
く
含
む
た
め
、
健
康
に
良
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
酒
は
地
方
の
文
化
で
す
。
地
の
米
、

地
の
水
を
使
っ
て
、
全
国
の
日
本
酒
フ
ァ

ン
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
魂
込
め
て
酒
造
り
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」。
西
内
さ
ん
は

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

三輪の月バーガー

　桜井駅南口にダイニ
ングバー IBASHO を
経営する瀧野太郎さ
ん（35）と、 と ろ ろ

めし山和の山戸和宏さん
（39）が、共同で開発しました。

肉を使わず、野菜と揚げた三輪そ
うめん、そして県産の大和芋を
使ったハンバーガーです。桜井ら
しさを追求し、まち歩きをしなが
らでも手軽に食べられるように、
テイクアウトできる形になってい
ます。
　桜の形に型抜きをして、バー
ガーの上に乗せた卵を月に見立て
ています。ネーミングも三輪の月
に。「名前も見た目も桜井を印象
付けたかったんです。奈良県の特
産品である大和芋を使っています
が、新商品の開発はなかなか新鮮
でしたね。三輪そうめんも入って
ますし、桜井をイメージしやすく、
食べ物から桜井を丸ごと味わって
もらうことができます」。瀧野さ
んは、できたばかりの商品をそう
説明します。大和芋の独自性ある
新しい味わいに、山戸さんも納得
の様子でした。
　昨年夏から試行錯誤を重ね、よ
り桜井らしく、よりヘルシーで
気軽に食べられるものを追求し
ました。３月からダイニングバー
IBASHO で、ランチタイムに味わ
うことができます。

名
物
み
む
ろ
（
も
な
か
）

　
「
創
業
は
１
７
０
年
前
の

弘
化
元
年
。
ま
だ
開
国
も
し

て
い
な
い
時
代
で
、
甘
い
砂

糖
は
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
明
治
の
中
期
以

降
、
原
料
の
配
分
は
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

砂
糖
の
精
製
度
合
は
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
昔
よ

り
食
べ
や
す
く
、
お
い
し
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
」。

大
神
神
社
の
ご
神
体
で
あ
る
三
諸
山
の
名
に
ち
な

ん
だ
名
物
み
む
ろ
。
株
式
会
社
白
玉
屋
榮
壽
の
代

表
を
務
め
る
石
河
敏
正
さ
ん（
57
）は
、
一
子
相
伝

で
受
け
継
ぐ
７
代
目
で
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
太
平
洋
戦
争

前
ま
で
は
、
和
菓
子
全
般
の
ほ
か
一
部
洋
菓
子
も

作
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
が
戦
争
中
、
原

料
不
足
や
鉄
の
型
の
供
出
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
べ

て
な
く
な
り
ま
し
た
。「
戦
後
商
売
を
再
興
す
る

際
、
効
率
の
良
さ
も
あ
っ
て
、
売
れ
筋
商
品
だ
っ

た
も
な
か
だ
け
に
な
っ
た
ん
で
す
」。
石
河
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
の
店
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。　
　

　
み
む
ろ
の
賞
味
期
限
は
１
週
間
。「
よ
く
冷
凍

庫
で
保
存
す
る
と
聞
き
ま
す
が
、
箱
の
ま
ま
入
れ

る
と
他
の
に
お
い
が
移
っ
た
り
、
解
凍
の
仕
方
を

間
違
え
る
と
水
分
を
吸
っ
て
皮
が
べ
た
っ
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
湿
度
の
低
い
日
に
自
然
解
凍
す

る
か
、
電
子
レ
ン
ジ
の
解
凍
モ
ー
ド
に
合
わ
せ
た

ら
ま
だ
ま
し
で
す
か
ね
。
で
も
や
は
り
食
感
が
違

う
ん
で
、
で
き
る
だ
け
１
週
間
以
内
に
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
」。
石
河
さ
ん
は
笑
い
ま
し

た
。
少
量
の
水
を
足
し
て
鍋
で
煮
る
と
お
い
し
い

ぜ
ん
ざ
い
に
な
る
と
の
こ
と
。
寒
い
時
期
に
は
、

こ
ん
な
食
べ
方
も
お
す
す
め
で
す
。

白玉屋榮壽
大字三輪 660-1

43-3668

DINING BAR IBASHO
大字桜井 1259

43-9311 桜井駅

銀行

★
西内酒造
大字下 3

42-2284

★
JR
三
輪
駅

１
６
９
号

 継承される技 ・         新しく生まれる味

●
コンビニ

★

桜井南小●

メスリ山古墳●

至 

天
理

●
●

エルト
桜井

至 多武峰
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昔懐かし、あの頃の
桜井市内の写真を募集します！

問　総務課文書広報係（ 42 ‐ 9111 内線 324）

市 内には 800 以上の古墳があり、纒向石塚古墳に
代表される出現期古墳から艸

くさはか
墓古墳や文殊院西古

墳などの終末期古墳まで各時代のものが知られています。
多くの書籍には、その古墳が造られた時期や副葬品の内
容は書かれていますが、その地理的環境や築造方法につ
いてはあまり触れられていません。
　今回の講座では「読み解く」をテーマに、出現期古墳
から終末期古墳までを 3 回に分けて巡りながら、古墳が
築造されている地形や時代ごとに変遷していく埋葬施設
の構造をじっくり観察します。古墳というものを読み解
くための「古墳歩きの基礎知識」を身に着けられる内容
です。ぜひ参加してください。

▽ �日程およびコース
▽ �講師・スタッフ　文化財協会職員、文化財課職員

▽ �費用　保険代 300 円（各回 100 円）

▽ �定員　先着 30 名

▽ �申込方法　往復ハガキに、①参加者氏名、②住所、③
電話番号を記入して下記まで申込んでください。

※�ハガキ 1 枚につき参加者 1 名のみ。電話・ＦＡＸでの
申込みはできません。

▽ �申込・問い合わせ先　市立埋蔵文化財センター「文化
財講座」係（〒 633 ‐ 0074 大字芝 58 ‐ 2）

埋蔵文化財センター文化財講座
「古墳歩きの基礎知識」

問　埋蔵文化財センター（ 42 ‐ 6005）

募集 イベント

Sakurai Information ＋
プラス

お知らせ 桜井市ファミリーサポート
センター依頼受付中

問　桜井市ファミリーサポートセンター（ 43 ‐ 9112）

子 育てを地域で支援するために、子どもを預けたい
人（依頼会員）と子どもを預かりたい人（援助会

員）の橋渡しをする桜井市ファミリーサポートセンター
の運用が１月から始まっています。「かわいい子どもを預
かるのが楽しみです」「子育て真っ最中の人の力になりた
い」など援助会員の声が聞かれています。
　依頼会員の登録は随時受付けています。登録は無料、
印鑑が必要です。
� ▽ �依頼会員対象者　市内在住で生後６か月～小学６年生

までの子どもを有する人

▽援助活動料金　平日午前７時～午後８時：１時間 700 円
土・日・祝日・年末年始：１時間 800 円

▽ �申込・問い合わせ先　桜井市ファミリーサポートセン
ター（大字西之宮 211 ‐ 1 桜井西ふれあいセンター
分館内つどいの広場・ 43 ‐
9112）

開催日時 集合場所 内容

第
１
回

3/12（土）
13：00 ～ 16：00

纒向石塚古墳
纒向石塚古墳や黒塚古
墳などの桜井市北部～
天理市南部の古墳

第
２
回

3/19（土）
13：00 ～ 16：00

埋蔵文化財
センター

箸墓古墳や珠城山古墳
群などの三輪山西麓の
古墳

第
３
回

3/26（土）
  9：00 ～ 16：00

桜井駅
南口

茶臼山古墳などの桜井
市南部の古墳

※雨天時は翌日に順延し、その日も雨天であれば中止。
※第 3 回は昼食を用意してください。

昔 の桜井市内で撮影された写真を探しています。来
年度より、広報わかざくらで紹介していきますの

で、心当たりのある人は総務課まで連絡してください。
使用した写真は返却いたします。

【大三輪町が桜井市に編入合併】（昭和 38 年 4 月 1 日）
合併により、当時の桜井市の人口は 4 万 9,715 人にな
りました。写真は調印式の様子です。

【緊急自動車の導入】
（昭和 34 年）

箸
墓
古
墳
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口 座振替なら納め忘れの心配がなく、手間が省けて
便利です。また、前納や早割制度を利用すると、

保険料が割引されてお得です。クレジットカード納付も
できます。

※�前納を希望する場合は、２月末までに年金事務所また
は金融機関へ申込んでください。（年金手帳または納付
書・預貯金通帳・届出印を持参してください。）

　毎月納付の場合でも、当月末振替による早割にすると、
保険料が月々 50 円割引になります。（平成 27 年度の割
引金額。28 年度は未定。）初回は、前月分と当月分の振
替となり、保険料が割引となるのは、当月分からです。
一部免除を受けている人は利用できません。

▽ �申込・問い合わせ先　
　桜井年金事務所（ 42 ‐ 0033）

国民年金保険料の納付は
口座振替が便利です

問　保険医療課保険年金係（ 42 ‐ 9111 内線 528）

宝くじ助成で
コミュニティ活動備品を整備

問　市民協働課（ 42 ‐ 9111 内線 529）

次 の自治会で（一財）自治総
合センターの宝くじ普及広

報事業の助成を受け、活動備品が
整備されました。今後、地域住民
のふれあいとコミュニティのため
に活用され、さらなる地域の発展が期待されます。

《一般コミュニティ助成事業》
○�初瀬馳向区自治会　
　エアコン他コミュニティ活動備品の整備

○大西区自治会　発電機他コミュニティ活動備品の整備

年金 表彰

口
座
振
替

２年分前納 15,360 円割引 ２年度分の保険料を４月末に

１年分前納   3,920 円割引 ４月～３月分を４月末に

６か月分前納   1,060 円割引 ４月～９月分を４月末に
10 月～３月分を 10 月末に

※平成 27 年度の割引金額

所在地番 大字出雲23番･24番合併,25番（現状有姿で一括入札）
地目・構造 地積・床面積 最低入札価格

登記地目：田
現況地目：宅地 公簿 1,711㎡

5,840,000 円
鉄骨造２階建

他３棟
1,516.63㎡

（約 458.78 坪）
市街化調整区域、建ぺい率 60％、容積率 200％

「桜井市安全安心システム」を
リニューアルしました

気 象警報などの防災情報のほか、市からの緊急のお
知らせ情報を配信します。この機会に登録してく

ださい。新しく追加された機能もあります。
《新しく追加された機能》
●電話や FAX による情報配信 ※危機管理課に要申込
　視覚障がい者・携帯電話を持っていない高齢者が対象。
●防災ダイヤル（テレフォンサービス）
　配信されている情報を電話で確認できるサービス。

・防災情報（地震情報・避難関連情報・気象警報）
　 050 ‐ 5578 ‐ 2621
・市からのお知らせ　 050 ‐ 5578 ‐ 2622

《登録方法》　

▽登録用アドレス・QR コード　
　bousai.sakurai-city@raiden2.ktaiwork.jp

問　危機管理課（ 42 ‐ 9111 内線 309）

お知らせ公売 桜井市普通財産の土地・建物を
公売します

問　商工振興課（ 48 ‐ 3111）

※落札後、風俗営業の用途には使用できません。

▽ �受付期間　２月１日（月）～ 15 日（月）の午前９時
～午後５時まで（土・日・祝日を除く）。

※�申込用紙と入札説明書を商工振興課で受け取るか、市
ホームページの入札情報ページからダウンロードした
うえで、直接商工振興課に持参してください。

▽入札日時・場所　２月 22 日（月）午前９時 30 分～
　分庁舎入札室

▽現地見学会　２月５日（金）午後１時～４時 30 分

お知らせ

葬祭会館

柿の葉すし店
ガソリンスタンド

コンビニ公売物件 至 初瀬
165 号

携帯電話やパソコン
に、次のアドレスを入
力または、QR コード
を読み込み、空メール

（件名・本文不要）を
送信してください。

数分以内に登録用メー
ルが届きますので、記
載された URL に接続
し、ガイドに従って登
録してください。
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平成28年度課税からの住民税の制度改正
公的年金における
市・県民税特別徴収制度の見直し

　平成 28 年 10 月以降に実施する特別徴収から平準
化を図るため、公的年金からの特別徴収の見直しが行
われます。
　本改正は、仮特別徴収の算定方法の見直しを行うも
のであり、税負担となる年税額の増減を生じさせるも
のではありません。	
改正前
仮
徴
収

４月
６月
８月

前年度 2 月と同じ税額

本
徴
収

10 月
12 月
２月

（年税額－仮徴収税額）÷ 3

改正後
仮
徴
収

４月
６月
８月

（前年度分の年税額÷ 2）÷ 3　　
※平成 29 年度以降から適用

本
徴
収

10 月
12 月
２月

（年税額－仮徴収税額）÷ 3

※�公的年金からの特別徴収対象者が 1 月 1 日以降に他
市町村に転出した場合や、特別徴収の税額に変更が
生じた場合、特別徴収は中止となり、普通徴収（個
人納付）に切り替わっていましたが、一定の要件の
下で特別徴収が継続されることとなりました。

住宅ローン控除の適用期間延長
　
居住年月日の適用期間が 1 年 6 か月延長されます。
改正前
平成 26 年 4 月 1 日～平成 29 年 12 月 31 日
改正後
平成 26 年 4 月 1 日～平成 31 年  6 月 30 日

ふるさと納税に係る改正

 ①特例控除額の控除限度額の引上げ
　特例控除額の上限が、これまでの個人住民税所得割
額の 1 割から 2 割へと拡充されます。

 ②ふるさと納税ワンストップ特例制度の創設
　確定申告の不要な人 ( 給与所得者等 ) が、平成 27
年 4 月 1 日以降「ふるさと納税」をした場合、所得税
の確定申告等を行わなくても、個人住民税の寄附金控
除を受けられる制度が創設されました。
※�この制度を利用した場合、所得税からの控除は発生

せず、所得税控除額相当分は翌年度の住民税から控
除されることになります。

ワンストップ特例制度の対象者
・�確定申告や、市・県民税の申告を行う必要がない給

与所得者等の人
・寄附先が 5 団体以内の人
・平成 27 年 4 月 1 日以降に行った寄附金であること

て

3 月1日（火）～ 3 月15日（火）　

▽時間　午前９時～午後５時　      

▽会場　市役所 2 階大会議室
※�この期間前であっても、市民税係の窓口（市役所 1 階 5 番窓口）にて申告受付しています。
　なお、混雑具合によっては大会議室での受付開始時期を早める場合があります。

1

2

3

市・県民税の申告受付

申告はお早めに
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各園では、わくわくランドを手伝ってもらえる人
（ボランティア）や、預かり保育サポーターを募集
しています。
詳細は各園まで問い合わせてください。

平成28年度　未就園児子育て支援事業

｢わくわくランド」で遊ぼう！
桜井市公立幼稚園

桜 井 南 幼 稚 園（ 河 西 2 0 7 ） 43 ‐ 2947
安 倍 幼 稚 園（ 生 田 5 7 8 ） 42 ‐ 3608
桜 井 西 幼 稚 園（ 大 福 3 5 6 ） 42 ‐ 9107
三 輪 幼 稚 園（ 三 輪 3 2 4 ） 42 ‐ 6077
織田纒向幼稚園（ 芝 1 8 3 5 ） 43 ‐ 0240            

各幼稚園の所在地と問い合わせ先

・誕生会　　　　・作って遊ぶ
・水遊び　　　　・運動遊び
・リズム遊び　　・親子でゲーム　　　など

公立幼稚園では子育てを応援しています！
市内の公立幼稚園では、
・２歳児（平成 25 年４月２日～平成 26 年４月１日生まれ）
・３歳児（平成 24 年４月２日～平成 25 年４月１日生まれ）
の子どもと保護者を対象に、いろいろな体験や交流ができ
るように「わくわくランド」を行っています。
参加を希望する人は、各幼稚園に申込んでください。

▽内容　毎月１～２回実施
　（活動内容や実施日・時間は各園でお知らせします）

▽費用　年間 2,000 円（材料費・保険代等）
　※申込み時に持参してください。

▽申込期限　２月29日（月）

楽しみながらいっしょ
に子育てしませんか？

◆ 保護者同士の交流が広がりますよ。
◆ 幼稚園に来るのが楽しみになりますよ。

これ、ください！

つめたくって
気持ちいいね

お店屋さん遊び

水遊び

こんなことをして遊ぶよ！
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。３
健康だより※お問い合わせは健康推進課

　　（保健会館　 ４５‐３４４３）へ

月の保健事業
乳幼児健康診査（対象者には個人通知します。内容・持ち物等はそちらで確認してください。）

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所

４か月児健康診査
平成 27 年 11 月 1 日～ 11 月 15 日生まれ ３月 14 日（月）13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

平成 27 年 11 月 16 日～ 11 月 30 日生まれ ３月 28 日（月）13：00 ～ 14：00

10 か月児健康診査
平成 27 年５月 1 日～５月 15 日生まれ ３月 15 日（火）13：00 ～ 14：00
平成 27 年５月 16 日～５ 月 3 1 日 生 ま れ ３月 31 日（木）13：00 ～ 14：00

1 歳 6 か月児健康診査
平成 26 年８月 1 日～８月 15 日生まれ ３ 月 ３ 日（ 木 ）13：00 ～ 14：00
平成 26 年８月 16 日～８月 31 日生まれ ３ 月 ４ 日（ 金 ）13：00 ～ 14：00

2 歳 6 か月児歯科健康診査 平成 25 年８月生まれ ３ 月 ３ 日（ 木 ）9：00 ～ 10：00

3 歳 6 か月児健康診査
平成 24 年８月 1 日～８月 15 日生まれ ３月 17 日（木）13：00 ～ 14：00
平成 24 年８月 16 日～８月 31 日生まれ ３月 18 日（金）13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児健康相談）

主 に 生 後 9 か 月
未満の乳児

３月 15 日（火）
 9：30 ～ 10：00▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・
栄養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主 に 生 後 9 か 月

～ 1 歳 7 か 月 未
満の乳幼児

３月 29 日（火） 
９：30 ～ 10：00▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

生後５か月～８
か月未満の乳児
の保護者

３月10 日（木）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり

（託児定員　12 名）
母子健康手帳・
筆記用具 要

マタニティ教室
妊娠４か月～８
か月未満の妊婦
およびその家族

３月１日（火）
９：30 ～ 12：00 ◎ ●

ママのからだの話（保
健師）妊娠中の食生活
の話（栄養士）

母子健康手帳・
筆記用具

要
（
定
員
20
名
）

３月８日（火）
９：30 ～ 12：00 ◎ 保

健
会
館

生 ま れ た ば か り の 赤
ちゃんの話・沐浴実習
等（助産師・保健師）

３月 22 日（火）
９：30 ～ 12：00 ◎

赤ちゃんとママの歯の
話（歯科衛生士）子育て
サービスの話（保健師）

▲受付時間　◎実施時間　●まほろばセンター（エルト桜井 2 階）　　〈要申込〉の事業は電話で健康推進課まで。

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所 内容 料金 申込

胃がん・肺
がんセット
検診

35 歳以上の市民
３月１日（火）
３月２日（水）
9:00 ～ 11:20

市
役
所

胃がん検診：
バリウムを飲んで胃
部のレントゲン撮影

900 円 定員 15 名
医療センター

（ 45 ‐ 2505）
または健康推進課

へ電話申込。

肺がん検診：
胸部のレントゲン撮
影と痰の検査（必要
な人）

無料
（ただし、痰の
検査が必要な
場合は300円）

※�妊娠中または妊娠の可能性のある人、授乳中の人は検診を受けることができません。胃腸疾患の治療中の人はかかりつけ
の医療機関で受診してください。

▽問い合わせ先　医療センター（ 45 ‐ 2505）、または健康推進課（ 45 ‐ 3443）
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予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
次
の
予
防
接
種
は
、
３
月
31
日

ま
で
で
す
。
ま
だ
の
人
は
、
体
調

の
よ
い
と
き
早
め
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。
対
象
者
に
は
年
度
初
め
に

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

①�

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
２
期

▽�

対
象　
小
学
６
年
生
（
乳
幼
児

期
に
三
種
混
合
ま
た
は
、
二
種

混
合
予
防
接
種
の
基
礎
免
疫
が

完
了
し
て
い
る
児
童
）

▽
費
用　
無
料　
　
　

※�

接
種
料
金（
５
、６
８
０
円
）
は

市
が
負
担
し
ま
す
が
、
対
象
期

間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。

②�

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
第
２
期

▽�

対
象　
翌
年
度
小
学
校
に
入
学

す
る
人

▽
費
用　
無
料　

※�

接
種
料
金
（
１
０
、５
１
０
円
）

は
市
が
負
担
し
ま
す
が
、
対
象

期
間
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

①
②
共
通

▽�

期
間　
３
月
31
日
ま
で
（
期
間

中
１
回
接
種
）

▽�

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票
・
印
鑑

※�

医
療
機
関
に
事
前
予
約
。
た
だ

し
、
市
外
の
医
療
機
関
を
希
望

す
る
場
合
は
、
接
種
前
に
健
康

推
進
課
で
手
続
き
が
必
要
。
母

子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　
肺
炎
球
菌
は
成
人
肺
炎
の
25
～

40
％
を
占
め
、慢
性
気
道
感
染
症
、

中
耳
炎
、
敗
血
症
、
髄
膜
炎
な
ど

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
高
齢
者

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
肺
炎
球

菌
の
感
染
お
よ
び
重
症
化
を
予
防

す
る
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

▽�

対
象
者　
左
の
表
に
該
当
し
、

自
ら
接
種
を
希
望
す
る
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
お

り
、
自
ら
接
種
を
希
望
す
る
人

・�

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人

・�

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
人

※�

す
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
は
対
象
外
で
す
。

▽
期
間　
３
月
31
日
ま
で

▽
費
用　
２
、０
０
０
円　

※�

生
活
保
護
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
に
な
り
ま
す

が
、
接
種
前
に
健
康
推
進
課
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き

な
く
接
種
し
た
場
合
は
、
自
己

負
担
金
は
免
除
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

持
ち
物　
市
か
ら
送
付
し
た
案

内
文
・
印
鑑
・
自
己
負
担
金

　
２
、０
０
０
円

※�
医
療
機
関
に
事
前
予
約
。
た
だ

し
、
市
外
の
医
療
機
関
を
希
望

す
る
場
合
は
、
接
種
前
に
健
康

推
進
課
で
手
続
き
が
必
要
。

※�

予
診
票
は
市
内
の
実
施
医
療
機

関
に
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※�

接
種
に
か
か
る
料
金
の
一
部

（
６
、４
０
０
円
）
は
市
が
負
担

し
ま
す
が
、
期
間
を
過
ぎ
た
場

合
や
２
回
目
以
降
の
接
種
は
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

65
歳
昭
和
25
年
４
月
２
日
～

昭
和
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ

70
歳
昭
和
20
年
４
月
２
日
～

昭
和
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

75
歳
昭
和
15
年
４
月
２
日
～

昭
和
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ

80
歳
昭
和
10
年
４
月
２
日
～

昭
和
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85
歳
昭
和
５
年
４
月
２
日
～

昭
和
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

90
歳
大
正
14
年
４
月
２
日
～

大
正
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

95
歳
大
正
９
年
４
月
２
日
～

大
正
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

100
歳
大
正
４
年
４
月
２
日
～

大
正
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

ピアとは、“仲間（peer）”という意味です。難病である者同士だから
悩みを分かち合える、同じ経験をした人からの一言が心の支えになる
ということがあります。相談員（ピアカウンセラー）があなたの悩み
をお聴きします。プライバシーは守られます。お近くの保健所にも行
きます。気軽に相談してみませんか？

難病患者のピア
（仲間）による

無料個別相談

◆相談内容などの個人情報は守秘されます。
◆�相談員（ピアカウンセラー）は、県委託の難病ピアカウンセラー

養成講座を修了した難病患者本人や家族です。

▽申込・問い合せ先　
特定非営利活動法人　奈良難病連　

（ ・FAX 0742 ‐ 35 ‐ 6707（火・木曜日の
午後１時～４時）・Ｅメール nara_nanbyouren@
kcn.jp・奈良市法華寺町 265 ‐ 8 白樺ハイツ
大宮Ⅱ 106）

▽対象疾患　
膠原病・リウマチ・炎症性腸疾患・
多発性硬化症・腎臓病・網膜色素
変性症・パーキンソン病・先天性
心疾患・スモン黄色靱帯骨化症・
後縦靱帯骨化症など

▽方法　
個別面接による相談（予約制）。
必要に応じて電話相談あり。
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健
康
相
談

　
「
健
診
結
果
が
気
に
な
る
」

「
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い
が
、

具
体
的
に
何
を
し
た
ら
い
い

の
？
」
等
、
生
活
習
慣
病
に
関

す
る
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
活
改
善
を
し
な

い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
っ
て

い
る
け
ど
実
行
が
で
き
な
い
人

に
対
し
て
も
、
実
行
に
向
け
て

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
の
た
め
、
必
ず

事
前
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

日
時　
３
月
16
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時　

▽�

場
所　
市
役
所
３
階
第
１
会

議
室

▽�

内
容　
保
健
師
・
管
理
栄
養

士
の
健
康
相
談
、
☆
血
圧
測

定
、
☆
身
長
・
体
重
測
定
、

☆
体
脂
肪
測
定
、
☆
尿
検
査　
　

☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施

▽�

持
ち
物　
健
康
手
帳
、
検
査

結
果
等
、
健
康
状
態
が
わ
か

る
も
の
で
必
要
と
思
わ
れ
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
料
金　
無
料

▽�

申
込　
電
話
で

健
康
推
進
課
へ
。

今年度の各種健（検）診は、２月 29日（月）で終了します。
まだ受診していない人は、早めに受けましょう。

２月末で終了になる健（検）診
項目 対象者 内容 自己負担金 受診方法

大腸がん検診 40 歳以上の人 問診、便潜血検査（検便） 1,000 円 医療機関の窓口へ直接
申込んでください。前立腺がん検診 50 歳以上の男性 問診、血液検査 600 円

乳がん検診 40 歳以上の女性 問診、乳房Ｘ線検査（マン
モグラフィ）、視触診 2,300 円

電話で健康推進課へ
（申込受付期間は1月29日
まで）

子宮がん検診 20 歳以上の女性 問診、視診、内診、細胞診
2,000 円

（ 体 が ん 検 診
を実施した人
は 3,500 円）

電話で健康推進課へ申
込んでください。

肝炎ウイルス検診 40 歳以上で過去に肝炎ウイル
ス検診を受けたことのない人 問診、血液検査 無料

さわやか健診
40 歳以上の生活保護を受けて
いる人等（生活習慣病で治療
中・経過観察中の人は除く）

問診、計測、血圧、医師の
診察、検尿、心電図、血液
検査

無料

歯周疾患検診 平成 27 年３月 31 日現在、40
歳・50 歳・60 歳・70 歳の人 問診、診察（歯周組織検査） 無料

骨粗しょう症検診
（女性のみ）

平成 27 年３月 31 日現在、40
歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・
65 歳・70 歳の女性

問診、骨塩定量測定 1,300 円

※�上記各種健（検）診は、職場健診等他に同等の健（検）診
を受ける機会のない人を対象に、実施にかかる費用のう
ち一部を公費で負担する制度です。自己負担金が無料に
なる人は、以下のとおりです。
① 75歳以上の人
②�身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳
を持っている人
③生活保護を受けている人
④市民税非課税世帯の人

③または④に該当する人は、受診の前に健康推進課まで連
絡してください。

※�乳がん検診については、1月29日で受付を終了しました。
すでに検診票を持っている人のみ受診できます。
※�健（検）診毎に実施期間中１人１回限りです。ただし、
子宮がん検診・乳がん検診については２年に１回のため、
平成 26 年度に公費負担で受診された人は今年度の公費
負担の対象になりません。
※�実施場所は市内実施医療機関のみです。ただし、子宮が
ん検診・乳がん検診は市外でも受診できます。実施医療
機関については問い合わせてください。

}

もう受診しました？
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１
月
５
日
（
火
）、
桜
井
市
民

会
館
に
お
い
て
、
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
、
併
せ
て
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
・
所

属
が
「
分
団
名
の
み
」
の
場
合
は

す
べ
て
機
動
部
）。

知
事
表
彰

桜
井
二
分
団　
　
渋
谷　
　
馨

粟
殿
分
団　
　
　
森　
　
　
満

三
輪
分
団	

川
端　
祥
照

三
輪
分
団	

福
島　
徳
昭

纒
向
分
団	

阪
口　
　
豊

初
瀬
分
団	

吉
岡　
万
理

初
瀬
分
団	

木
口　
　
弘

協
会
長
表
彰

八
井
内
部	

六
條　
庸
行

黒
崎
部　
　
　
　
中
西　
克
宗

狛
岩
坂
部	

山
口　
國
臣

池
之
内
部	

長
谷
川　
束

金
屋
部　
　
　
　
内
倉　
　
豊

東
新
堂
部	

梶
岡　
義
史

出
雲
部　
　
　
　
前
川　
廣
明

吉
隠
部　
　
　
　
萩
原　
正
敏

笠
部　
　
　
　
　
細
田　
通
浩

笠
部　
　
　
　
　
藤
岡　
延
朗

桜
井
市
表
彰	

	

桜
井
一
分
団　
　
菊
岡　
幸
久

粟
原
部　
　
　
　
松
田　
憲
明

桜
井
二
分
団　
　
榎
本　
博
之

粟
殿
分
団　
　
　
瀬
村　
貴
透

朝
倉
分
団　
　
　
上
田　
益
造

池
之
内
部　
　
　
北
本　
一
光

穴
師
部　
　
　
　
土
井　
正
治

新
屋
敷
部　
　
　
山
口　
　
勉

東
新
堂
部　
　
　
小
松
原
京
二

初
瀬
分
団　
　
　
森
上　
好
泰

出
雲
部　
　
　
　
中
野　
英
昭

出
雲
部　
　
　
　
萬
谷　
　
亮

白
河
部　
　
　
　
山
口　
　
勲

白
木
部　
　
　
　
松
岡　
　
一

笠
部　
　
　
　
　
田
畑　
清
文

支
部
長
表
彰	

倉
橋
部　
　
　
　
井
上　
勝
明

倉
橋
部　
　
　
　
上
阪　
裕
之

八
井
内
部	

福
本　
博
章

八
井
内
部	

森
本　
　
司

粟
原
部　
　
　
　
今
中　
健
司

朝
倉
分
団　
　
　
西
川　
亮
一

朝
倉
分
団　
　
　
吉
岡　
健
児

脇
本
部　
　
　
　
松
田　
賢
行

高
田
部　
　
　
　
角
田　
純
一

高
田
部　
　
　
　
島
岡　
宏
充

高
田
部　
　
　
　
岡
本　
賢
司

高
田
部　
　
　
　
内
田　
英
二

金
屋
部　
　
　
　
上
田　
憲
成

金
屋
部　
　
　
　
森
田　
淳
稔

松
之
本
部　
　
　
森　
　
　
忠

織
田
分
団　
　
　
岡
西　
洋
和

茅
原
部　
　
　
　
嶌
岡　
克
俊

茅
原
部　
　
　
　
今
西　
　
透

穴
師
部　
　
　
　
江
田　
　
優

穴
師
部　
　
　
　
中
田　
悠
一

江
包
部　
　
　
　
野
儀　
智
彦

東
新
堂
部　
　
　
島
田　
照
彦

萱
森
部　
　
　
　
奥
田　
雅
祥

笠
部　
　
　
　
　
森　
　
大
輔

小
夫
部　
　
　
　
北
岡　
靖
典

団
長
表
彰

桜
井
一
分
団　
　
森
岡　
　
潤

桜
井
一
分
団　
　
中
尾　
哲
士

黒
崎
部　
　
　
　
竜
田　
宗
佳

脇
本
部　
　
　
　
杉
本　
浩
士

狛
岩
坂
部	

森
本　
恵
一

安
倍
分
団	

井
手　
基
博

吉
備
部　
　
　
　
峯
川　
和
也

山
田
部　
　
　
　
古
田　
勝
俊

山
田
部　
　
　
　
吉
川　
信
義

三
輪
分
団　
　
　
大
前　
大
輔

金
屋
部　
　
　
　
山
本　
祐
治

織
田
分
団　
　
　
北
谷　
義
雄

織
田
分
団　
　
　
中
野　
政
弘

大
泉
部　
　
　
　
磯
貝　
　
武

大
西
部　
　
　
　
福
田　
俊
宏

東
田
部　
　
　
　
杉
本　
博
司

大
福
分
団　
　
　
石
田　
拓
己

東
新
堂
部　
　
　
森
川　
耕
吏

東
新
堂
部　
　
　
吉
井　
全
樹

西
之
宮
部　
　
　
堂
ノ
本
喜
仁

馳
向
部　
　
　
　
髙
岸　
哲
雄

吉
隠
部　
　
　
　
奥
田
太
一
郎

白
木
部　
　
　
　
札
辻　
栄
治

笠
部　
　
　
　
　
中
村　
孝
博

小
夫
部　
　
　
　
小
西　
宏
和	

	

警
察
署
長
表
彰	

織
田
分
団　
　
　
土
屋　
幹
雄	

		


▽�

問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管
理
課

消
防
団
係
（

42
‐
９
１
１
１

内
線
３
０
８
）

消
防
団
出
初
式

～
消
防
功
労
者
表
彰
～
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昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ぷ
れ
ざ
ん
す

桜
井（
な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造

大
学
校
の
実
践
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
※
）

ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
、

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
合
わ
せ
て
期
間

限
定
で
運
行
し
ま
す
。

※�

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ　
宿
泊
設
備
を

備
え
た
レ
ス
ト
ラ
ン

▽�

期
間　
２
月
３
日
（
水
）

～
26
日
（
金
）

※
月
・
火
曜
を
除
く

▽�

運
行
区
間　

桜
井
駅
南
口
～

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ぷ
れ
ざ

ん
す
桜
井（
各
バ
ス
停
に
停
車
）

▽
運
行
ダ
イ
ヤ 

①
午
前
11
時
５
分　
　
桜
井
駅
発

午
前
11
時
19
分

　
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
着

　
午
前
11
時
41
分　
　
桜
井
駅
着

②
午
後
０
時
５
分　
　
桜
井
駅
発

午
後
０
時
19
分

　
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
着

　
午
後
０
時
41
分　
　
桜
井
駅
着

▽�

運
賃　
距
離
運
賃
制
（
桜
井
駅

南
口
～
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
間
は　

２
９
０
円
）

　
　

行
政
経
営
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
５
６
）

　
市
内
各
小
・
中
学
校
区
で
の
児

童
生
徒
の
安
全
指
導
に
多
大
な
る

貢
献
の
あ
っ
た
15
名
を
、
教
育
委

員
会
よ
り
感
謝
の
意
を
込
め
て
表

彰
し
ま
し
た
。

表
彰
者
氏
名
（
順
不
同
、敬
称
略
）

山
本 

徳
造
（
桜
井
小
校
区
）

福
土 

礼
子
（
城
島
小
校
区
）

万
波 

迪
義
（
安
倍
小
校
区
）

齋
藤 

一
彦
（
朝
倉
小
校
区
）

大
磯 
亀
雄
（
大
福
小
校
区
）

熊
谷 　
操
（
初
瀬
小
校
区
）

丸
塚 　
均
（
三
輪
小
校
区
）

山
口 

楢
夫
（
織
田
小
校
区
）

木
村 

保
司
（
纒
向
小
校
区
）

池
窪 　
毅
（
桜
井
西
小
校
区
）

福
塚 

泰
子
（
桜
井
南
小
校
区
）

上
田 

睆
弘
（
桜
井
中
校
区
）

藤
田 

修
三
（
桜
井
東
中
校
区
）

福
井 　
賢
（
大
三
輪
中
校
区
）

西
田 

恒
治
（
桜
井
西
中
校
区
）

　
　

学
校
教
育
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
６
）

　
旧
県
桜
井
土
木
事
務
所
を
、
桜

井
市
の
新
防
災
拠
点
施
設
で
あ
る

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
桜
井
消
防

署
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
大
規

模
改
修
お
よ
び
消
防
施
設
等
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
昨
年
12
月
中
旬
に
着
工

し
て
お
り
、
本
年
10
月
末
に
竣
工

予
定
で
す
。
そ
の
後
、
建
物
内
部

の
配
線
工
事
等
を
行
い
、
平
成
29

年
１
月
頃
に
業
務
の
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
工
事
車
両
の

出
入
り
や
騒
音
で
ご
迷
惑
・
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
桜
井

消
防
署
（

42
‐
４
１
１
９
）

▽�

申
請
の
種
類　
①
建
設
工
事
、

②
測
量
お
よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
、
③
物
品
購
入
、
業

務
委
託
等
、小
規
模
修
繕（
建
物
）

▽�

受
付
期
間　
２
月
１
日
（
月
）

～
19
日
（
金
）
午
前
９
時
～
正

午・午
後
１
時
～
４
時（
土・日
、

祝
日
を
除
く
）

▽
登
録
有
効
期
間

・�

市
内
業
者

　
平
成
28
・
29
年
度
（
２
年
間
）

・�

市
外
業
者

　
平
成
28
年
度
（
１
年
間
）

▽�

申
請
方
法　
持
参
に
限
り
ま
す
。

※�

申
請
要
項
・
提
出
書
類
等
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　
土
木
課
入
札
係
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
２
１
５
）、
出

納
課
用
度
係
（
内
線
５
１
２
）

◆

◆

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

新
桜
井
消
防
署
の
工
事
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

実
証
運
行
を
行
い
ま
す

安
全
功
労
者
教
育
委
員
会
表
彰

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

申
問

問

問

問

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
2 月 29 日（月）です。

市
税

■
固
定
・
都
計
税
〈
４
期
分
〉

■
国
民
健
康
保
険
税
〈
８
期
分
〉

保
険
料

■
介
護
保
険
料
〈
８
期
分
〉

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
８
期
分
〉

※�納め忘れのないよう
に、注意してください。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
等
に
注
意
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
審
な
電
話
が
相
次
い
で
お

り
、
実
際
に
現
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害
も
起
き
て
い
ま
す
。

不
審
電
話
の
事
例

①�

行
政
機
関
を
名
乗
っ
て
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る
と
手

続
き
が
面
倒
に
な
る
の
で
、
至
急
振
込
先
の
口
座
番
号
を
教
え
て

ほ
し
い
」
と
の
電
話

②�

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
順
次
届
い
て
お
り
、
み
ん
な
手
続
き
を
し
て

い
る
。
早
く
手
続
き
し
な
い
と
刑
事
問
題
に
な
る
」
と
の
電
話

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
手
続
き
の
た
め
に
、
公
的
機
関
が
口
座

番
号
・
資
産
・
家
族
構
成
な
ど
の
個
人
情
報
を
電
話
で
聞
く
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
聞
か
れ
て
も
答
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
自
主
防
犯
活
動
の
促
進
を
！

　
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
・
鍵
掛
け
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
子
ど
も
見
守
り
活
動
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
域
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
で
「
犯
罪
者
の
入
り
込
み
に

く
い
地
域
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ピ
ッ
カ
ピ
カ
大
作
戦

　
早
朝
や
夜
間
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
キ
ン
グ
を
す
る
と
、
自
動

車
の
運
転
者
か
ら
見
え
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
た
め
に「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
」の
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】
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�　

奈
良
県
最
低
賃
金
は
時
間
額

７
４
０
円
（
平
成
27
年
10
月
７
日

発
効
）
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
産

業
に
該
当
す
る
事
業
所
で
働
く
労

働
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
時
間
額
（
発
効
日
）・
業
種

・�

８
３
３
円（
平
成
27
年
12
月
26
日
）

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業

・�

８
２
７
円（
平
成
27
年
12
月
26
日
）

電
機
関
係
製
造
業
（
電
子
部
品・

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
発
電

用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機

械
器
具
、
産
業
用
電
気
機
械
器

具
、
民
生
用
電
気
機
械
器
具
製

造
業
）

・�

８
３
０
円（
平
成
27
年
12
月
26
日
）

自
動
車
小
売
業

・�

８
１
６
円
／
日
額
６
、５
２
７
円

（
平
成
元
年
１
月
25
日
）

木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備

品
製
造
業

　
　

奈
良
労
働
局
賃
金
室
（

０
７
４
２
‐
32
‐
０
２
０
６
）

　
大
和
川
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
す
。

水
質
改
善
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・�

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、

残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・�

食
器
な
ど
の
汚
れ
は
、
布
や
紙

で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う
。

・�

水
切
り
袋
な
ど
を
使
い
、
食
べ

残
し
や
残
り
ク
ズ
を
直
接
流
さ

な
い
。

・�

食
用
油
は
使
い
切
る
か
、
新
聞

紙
に
し
み
こ
ま
せ
た
り
固
め
る

な
ど
し
て
、
ご
み
と
し
て
出
す
。

・�

洗
剤
は
適
量
を
使
用
す
る
。

・�

浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
し
適

正
に
管
理
す
る
。

・�

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区

域
で
は
、
早
期
に
下
水
道
に
接

続
す
る
。

　
　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局 

大
和
川
河
川
事
務
所
（

０
７
２
‐
９
７
１
‐
１
３
８
１
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・
桜
井
市
佛
教
会

　
３
３
７
、１
１
３
円

・�

虎
の
子
会  

２
０
０
、０
０
０
円

・�

匿
名　
　
　

  

１
０
、０
０
０
円

▽�

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
大

字
桜
井
５
３
５
‐
１
社
会
福
祉

協
議
会
内

42
‐
２
７
２
４
）・

社
会
福
祉
事
務
所

▽�

資
格　
昭
和
55
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

▽
募
集
人
数　
１
名

▽�

採
用
日　
平
成
28
年
４
月
１
日

▽�

試
験
内
容　
〈
１
次
〉
一
般
教

養
試
験・体
力
検
査・面
接
（
２

月
21
日
を
予
定
）、〈
２
次
〉
面

接
（
３
月
12
日
を
予
定
）

※�

２
次
試
験
の
予
定
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

申
込
期
間　
１
月
26
日
（
火
）

～
２
月
９
日
（
火
）

▽
申
込
方
法　
郵
送

※�

試
験
案
内
等
の
書
類
は
人
事
課

で
配
付
す
る
ほ
か
、
郵
便
に
よ

る
請
求
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

※�

必
ず
試
験
案
内
で
詳
細
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

人
事
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
１
６
）

【
自
衛
官
各
種
】

①�

一
般
幹
部
候
補
生

▽�
資
格　

〈
大
卒
程
度
試
験
〉
22
歳
以
上

26
歳
未
満
の
者
（
20
歳
以
上
22

歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込

含
）、修
士
課
程
終
了
者
等
（
見

込
含
）
は
28
歳
未
満
）

〈
院
卒
者
試
験
〉
修
士
課
程
終

了
者
等
（
見
込
含
）
で
20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
者

▽�

受
付
期
間

　
３
月
１
日
～
５
月
6
日

▽�

試
験
日　
〈
１
次
〉
５
月
14
日・

15
日
、〈
２
次
〉
６
月
14
日
～

17
日

②
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

▽�

資
格　
専
門
の
大
卒（
見
込
含
）

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、
薬
剤

は
28
歳
未
満

▽�

受
付
期
間

　
３
月
１
日
～
５
月
6
日

▽�

試
験
日　
〈
１
次
〉
５
月
14
日
、

〈
２
次
〉
６
月
14
日
～
17
日

【
予
備
自
衛
官
補
】

①
一
般
公
募

▽�

資
格　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

②
技
能
公
募

▽�

資
格　
18
歳
以
上
で
国
家
資
格

等
を
有
す
る
者
（
資
格
に
よ
り

53
～
55
歳
未
満
）

▽�

受
付
期
間
（
共
通
）

　
４
月
８
日
ま
で

▽�

試
験
日
（
共
通
）

　
４
月
15
日
～
19
日
（
内
１
日
）

　
・　
　

自
衛
隊
天
理
募
集

案
内
所 

（

０
７
４
３
‐
63
‐

２
５
４
０
）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い　
犬
の
散
歩
時
に
は
フ
ン
を
処
理
す
る
道
具
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後
片
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆

◆

なたでここ集会
　纒向小学校では、年間４回人権集会を行っ
ています。この集会を、「なかまはたいせつや
で、みんなここによっといで」の言葉から、「な
たでここ集会」と呼び、児童の「なかま委員会」
が中心となり運営しています。また、保護者
も参観し、みんなで人権について考えていま
す。

奈良県道徳教育振興会議からの提言
●�先生や友達とのつながりを大切にし、共に育

ち合う楽しい学校にしましょう。
●�家族のつながりを大切にし、愛情を感じる心

安らぐ家庭にしましょう。
●�様々な人々とのつながりを大切にし、たがいが

温かく支え合う地域社会にしましょう。

▽ �問い合わせ先
　学校教育課（ 42 ‐ 9111 内線 607）

２
月
は
大
和
川
の

水
質
改
善
強
化
月
間
で
す

奈
良
県
特
定
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

自
衛
官
等
募
集

清
掃
作
業
員
募
集

善
意
銀
行
（
12
月
分
）

申
問

申
問

問

問



▽�

資
格　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
28
年
３
月
卒
業
見
込
み
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
を
含
む
）。
簿
記
検

定
有
資
格
者
は
配
慮
あ
り
。

▽
募
集
人
数　
１
名
程
度

▽�

採
用
日　
平
成
28
年
４
月
１
日

▽�

試
験
日　
２
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～　

▽�

場
所　
市
清
掃
公
社

▽�

試
験
内
容　
〈
１
次
〉一
般
教
養
、

事
務
適
性
検
査
、〈
２
次
〉
面
接

（
日
時
は
１
次
合
格
者
に
通
知
）

▽�

申
込
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

（
簡
易
書
留
等
）

※�

募
集
要
項
等
の
書
類
は
、
市
清

掃
公
社
１
階
事
務
所
で
配
付
す

る
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
込
期
間　
２
月
１
日
（
月
）

～
17
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
（
土
・
日
、
祝
日

を
除
く
）

※�

郵
送
の
場
合
は
、
２
月
17
日

（
水
）
午
後
４
時
30
分
必
着
。

　
・　
　
（
一
財
）桜
井
市
清
掃
公

社（
〒
６
３
３
‐
０
０
５
２
大
字
浅

古
４
８
５
‐
１

45
‐
２
０
０
５
）

　前回に続き、今後の男女共同参画推進・啓発のための基礎材料とするために平成
25 年 12 月に実施した桜井市男女共同参画に関する意識調査結果を報告します。
◆回答いただいたその結果の一つを紹介します。
　「就労について」

№ 39 桜井市男女共同参画に関する意識調査結果より（9）

・�男女ともに「高齢である」という回答が最も高くなっています。「病気」「希望の職が見つからない」という回
答は男性に多く、「子育て中」「家事の負担が大きい」は女性の方が多くなっています。（図表ア）

・�「ぜひ、仕事につきたいと思う」という回答は男女とも１割程度、「できれば、仕事につきたいと思う」と合わせ
ると、仕事をしていない人の３分の１ほどは、就労の意向を持っていることになります。男女別での大きな差は
見られません。（図表イ）

「就労していない」と答えた人のみの回答
問　あなたが働いていないのは、どのような理由からですか。（複数回答）

問　今後、収入を得る仕事につきたいと思いますか。（単数回答）

【人権施策課】

経済的に働く必要がない　

他にやりたいことがある

家庭にいるのがあたりまえ　

家事の負担が大きい

希望の職が見つからない

家族が働くことを望まない

働くことに向いていない　

働きたいが、何をしたらよ
いかわからない

家族の介護

在学中

高齢である

子育て中

病気

わからない

その他

不明・無回答

全体
696 人

男性
242 人

女性
438 人

広報わかざくら　平成28年２月号 16

　ぜひ、仕事につきたいと思う
　できれば、仕事につきたいと思う
　仕事につきたいと思わない
　わからない
　不明・無回答　

０ ０

０

20 20

20

40 40

40 60 80

60（％） 60（％）

100（％）

（図表ア）

（図表イ）

男性　242 人
女性　438 人

8.7 7.0
12.1

10.8 26.6

24.4

28.1

36.9

36.0

37.2

14.9

15.3

15.1

10.8

12.8

9.4

11.6

10.3

9.8
9.9 4.1

6.6 1.1
2.1 59.1

6.4 51.4
5.0 0.8

9.4	 11.4
16.5 18.2

8.2 12.8
2.1 3.7

6.8 1.4
2.1 10.7
1.4 12.3

9.5 3.3
9.6 3.2

清
掃
公
社
一
般
事
務
職
（
初

級
）
職
員
募
集

申
問



17 広報わかざくら　平成28年２月号

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場 所 予 約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター

法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6 名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

相談日の 1 週間前の火曜日の午前 9
時 30 分から電話で奈良弁護士会へ。

（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7 名・各 25 分間〉

2 月 10 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

2 月 1 日（月）午前 8 時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。（
42‐9111 内線 534）【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる

法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言など
の相談（予約面談制）

〈先着５名・各 40 分間〉

① 2 月 12 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2 階
相談室

要

① 2 月 2 日（火）午前 8 時 30 分以降
② 2 月 10 日（水）午前 8 時 30 分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111 内線 534）
【市民協働課】

② 2 月 25 日（木）
13：00 ～ 16：20

行政書士に
よる

法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）

〈先着 5 名・各 40 分間〉

2 月 26 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2 階

相談室
要

2 月 12 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・多
重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

行政相談
行政に関する相談 2 月 10 日（水）

13：00 ～ 16：00
市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　　 【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引き
こもりなどの相談

2 月 1 日～ 29 日
（日・祝日除く）
  9：00 ～ 18：00

桜井駅南口駅
前エルト桜井

２階
不要 若者サポートステーションやまと

（ 44‐2055） 　　　【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』
人権に関わる様々な悩みご
と

2 月 17 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係

（ 42 ‐ 9111 内線 561）
【人権施策課】

女性相談
女性の様々な問題や悩み

（夫婦・育児・介護・ドメ
スティックバイオレンスな
ど）

2
月
22
日（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課男
女共同参画係へ。

（ 42 ‐ 9111 内線 564）
◎匿名での相談も可。　【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐ 9111

（内線 564） 不要

　
桜
井
市
を
訪
れ
た
人
に
豊
か
な

歴
史
的
景
観
、
文
化
財
、
史
跡
等

を
案
内
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
齢

性
別
不
問
。所
要
の
養
成
研
修（
原

則
木
曜
日
）
あ
り
。
10
月
以
降
の

半
年
は
先
輩
会
員
に
つ
き
ま
す
。

▽
費
用　
年
会
費
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
入
会
金
不
要
）

▽�

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
３

月
24
日
（
木
）〈
必
着
〉
ま
で

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局
（
観
光

ま
ち
づ
く
り
課
内
〒
６
３
３
‐

８
５
８
５
大
字
粟
殿
４
３
２
‐
１

☎
42
‐
９
１
１
１
内
線
３
４
２
FAX 

42
‐
１
７
４
７
）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

桜
井
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会　
新
会
員
募
集

申
問

下
水
道
を
使
え
る
地
域
に
住
ん
で
い
て
、
下
水
道
を
ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
人
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。



　
昨
年
募
集
し
た
シ
ャ
ル
ト
ル
市

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
展
作
品

を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

　
展
示
し
た
作
品
は
全
て
フ
ラ
ン

ス
の
シ
ャ
ル
ト
ル
市
に
送
付
し
ま

す
。
そ
の
う
ち
選
抜
さ
れ
た
20
作

品
は
、
今
年
の
５
月
に
シ
ャ
ル
ト

ル
市
で
開
催
さ
れ
る
写
真
展
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

▽�

展
示
期
間　
２
月
８
日
（
月
）

～
26
日
（
金
）

▽�

展
示
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ

ー
　
　

行
政
経
営
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
５
６
）

▽�

日
時　
２
月
16
日
（
火
）
～
３

月
15
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
土
・
日
を
除
く
）

※�

申
告
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ

り
、
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

会
場
開
設
中
は
、
税
務
署
内
で

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
せ
ん
。

▽
場
所　
市
商
工
会
館
３
階

※�

そ
の
他
、
年
金
受
給
者
の
た
め

の
還
付
申
告
会
場
（
市
外
の
会

場
）、
税
理
士
に
よ
る
地
区
相

談
会
場（
市
内
と
市
外
の
会
場
）

を
開
設
し
ま
す
。
会
場
、
日
程

等
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　

桜
井
税
務
署
（

42
‐

３
５
０
１
）
※
自
動
音
声
案
内

　
２
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
全
国
強
調
月
間
で
す
。
ま
た
、

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す
。

北
方
領
土
問
題
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
手
話
通
訳
あ
り
。

▽
日
時　
２
月
５
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

　
（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

※
申
込
不
要

▽�

場
所　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

※�

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

エ
ル
ト
桜
井
駐
車
代
金
４
時
間

分
補
助
あ
り
。

▽�

内
容 

齋
藤
勉
さ
ん
（
産
経
新

聞
社
専
務
取
締
役
）
に
よ
る
講

演
な
ど　
※
予
定

▽
定
員　
２
０
０
名

▽
費
用　
無
料

　
　

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

奈
良
県
民
会
議
（
奈
良
県
広
報

広
聴
課
内

０
７
４
２
‐
27
‐

８
３
２
５
）

～
在
宅
医
療
の
現
場
か
ら
～　

「
家
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
」

▽�

日
時　
３
月
13
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時
（
受
付
・
開

場
は
午
後
１
時
～
）

※
申
込
不
要

▽�

場
所　
市
立
図
書
館
研
修
室
１

▽�

講
師　
安
川
修
さ
ん
（
和
歌
山

県
安
川
診
療
所
院
長
）

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人

▽
費
用　
無
料

　
　
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線　

２
８
２
）

　

桜
井
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

で
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
が
地
域

で
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
何
を
す
べ
き
か

考
え
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

ク
ッ
キ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

※
参
加
時
間
は
自
由
で
す
。

※�

ク
ッ
キ
ン
グ
タ
イ
ム
は
午
後
１

時
30
分
～
３
時
頃
で
す
。

▽�

場
所　
桜
井
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
館

▽�

対
象　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る

小
学
生
以
上
の
人　

※�

支
援
が
必
要
な
人
は
、
支
援
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

費
用　
１
人
２
０
０
円
（
材
料

費
含
む
）

▽�

持
ち
物　
お
茶
、
タ
オ
ル
、
上

靴
、
エ
プ
ロ
ン

　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
７
２
）

▽
日
時　
２
月
４
日
（
第
１
木
）

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�
内
容　
尺
八
の
調
べ

▽�
出
演
者　

長
谷
川
震
吹
山
さ

ん
、
桶
田
震
戒
山
さ
ん

▽
費
用　
無
料

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

▽�

日
時　
３
月
６
日
（
日
）
午
前

９
時
40
分
～
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
調
理
室

▽�

対
象　
就
学
前
１
年
～
小
学
生

の
親
子
５
組
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
き
ん

▽
締
切
日　
２
月
28
日
（
日
）

　
・　
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団

中
野
（

47
‐
７
８
１
８
）

◆

◆

広報わかざくら　平成28年２月号 18

「特定健診」忘れず受診しましょう！
　
　今年度の桜井市国民健康保険の特定健診は

２月 29日（月）まで

　特定健診は、生活習慣病である脳梗塞や心筋
梗塞を予防するための健診です。毎年受診し、
あなたの体の状態を確認しましょう！
　対象者には、昨年
の５月末に受診券

（あさぎ色）を送付
しています。紛失
等で再交付を希望
する場合は、保険
医療課給付係まで
問い合わせてくだ
さい。

▽問い合わせ先　保険医療課給付係
　　　　　　　　（ 42 ‐ 9111 内線 527）

北
方
領
土
問
題
研
修
会

申
問

問

問

問

問

問

問

シ
ャ
ル
ト
ル
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
出
展
作
品
を
展
示
し
ま
す

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団
体
験

～
飾
り
巻
き
ず
し
に
挑
戦
～

第
69
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

第
５
回

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ひ
み
こ

在
宅
看
取
り
医
に
よ
る

ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

桜
井
税
務
署確定

申
告
会
場
開
設



個人番号カード（マイナンバーカード）の交付
●市役所で申請して本人確認書類を提示した人
　本人限定受取郵便でカードを送付します。
●�インターネット・スマートフォン・郵送で申請した人、市役

所での申請時に本人確認書類を提示していない人
①通知ハガキが届きます。
②市役所市民課でカードを受領してください。
※�必ず通知ハガキが届いてから本人がお越しください。また、

個人番号カード交付には、20 ～ 30 分時間がかかります。
以下の日程で市民課の窓口を休日に開設します。
　平日に来庁が困難な場合は利用してください。また、通知
カードをまだ受領していない人もこの機会にお越しください。

▽開設日　2 月 27 日（土）・28 日（日）
　　　　　3 月 26 日（土）・27 日（日）
※�２月 27 日 ･28 日は個人番号カード・通知カー

ドの交付のみ行います。証明発行はできません。

▽時間　午前 9 時～午後 4 時

▽ �問い合わせ先　桜井市ナビダイヤル（ 0570‐078‐391）

①� 
大
和
の
古
道
紀
行 

お
綱
ま
つ

り
見
学
ハ
イ
キ
ン
グ

　

雄
綱
と
雌
綱
が
夫
婦
の
契
り
を

結
ぶ
と
さ
れ
る
勇
敢
な
お
綱
ま
つ

り
を
見
学
し
、
山
の
辺
の
道
沿
い

に
あ
る
万
葉
歌
碑
や
神
社
を
め
ぐ

り
ま
す
。

▽�

日
時　

２
月
11
日
（
木
・
祝
） 

午
前
10
時
～
午
後
4
時
頃

▽
集
合
・
解
散
場
所　
JR
巻
向
駅

▽�

コ
ー
ス　
素す

さ
の
お
盞
嗚
神
社
→
箸
墓

古
墳
→
井
寺
池
→
桧
原
神
社

▽�

費
用　
５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
参
加
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
を
記
入
の
う
え
、
次

ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

市
観
光
協
会
（
〒

６
３
３
‐
０
０
６
３
大
字
川
合

２
６
０
‐
２
商
工
会
館
内

・
FAX 

42
‐
７
５
３
０
）

② �

万
葉
ゆ
か
り
の
地
味う

ま
ざ
け酒

三
輪

の
里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
実
施
日　
２
月
21
日
（
日
）

※
申
込
不
要

▽
集
合
時
刻
・
場
所　

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽�

コ
ー
ス 

（
約
３
㎞
）　 

JR
三
輪

駅 

→ 

大
神
神
社 

→ 

大
美
和

の
杜
展
望
台 

→ 

恵
比
須
神
社 

→ 

古
い
商
家
街
並
み 

→  

JR

三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽
費
用　
無
料

　
　

市
観
光
協
会
（

42
‐

７
５
３
０
）

「
ド
ロ
ー
ン
の
現
状
と
可
能
性
」

　
話
題
の
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
飛
行

機
）
に
つ
い
て
の
話
の
ほ
か
、
実

演
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

▽�
場
所　
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん
店
）

▽�

講
師　
林
秀
昭
さ
ん（
ア
オ
イ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）代
表
取

締
役
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｓ
Ｅ
Ｃ
理
事
）

▽
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

　
・　
　
電
話
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（

45
‐
１
３
２
２
・

Ｅ
メ
ー
ル sakurato@

peace.
ocn.ne.jp

）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①�

「
飛
鳥
・
藤
原
」
を
学
ぶ
ウ
ォ

ー
クN

o.1

「
藤
原
京
の
成
立
」　

▽�

日
時　
２
月
28
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
頃

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
）

　
※
申
込
不
要

▽�

集
合
場
所　
近
鉄
畝
傍
御
陵
前

駅
東
出
口
ロ
ー
タ
リ
ー

▽�

内
容　
10
～
20
名
の
班
単
位
で

本
薬
師
寺
跡
、
朱
雀
大
路
跡
、

藤
原
宮
跡
、
香
具
山
、
大
官
大

寺
跡
な
ど
を
巡
り
ま
す
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
随
行
）。

▽
費
用　
無
料

②�

宮
都
の
世
界
的
価
値
を
考
え
る

講
演
会　
「
飛
鳥
」と「
百
済
」

▽�

日
時　
２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽�

場
所　
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
講
堂
（
橿
原
市
畝
傍
町
１
）

▽�

内
容　
講
演
『「
飛
鳥
」
の
宮

都
構
造
の
発
展
』
林
部
均
さ

ん
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教

授
）、
講
演
『「
百
済
」
の
宮
都

と
寺
院
・
瓦
』
清
水
昭
博
さ
ん

（
帝
塚
山
大
学
文
学
部
教
授
）、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『「
飛
鳥
」
と
「
百
済
」』

▽
定
員　
３
０
０
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
、希
望
人
数
（
２

名
ま
で
）
を
明
記
の
う
え
、
２

月
15
日（
月
）〈
必
着
〉ま
で
に
、

左
記
の
ど
ち
ら
か
へ
。

①��

【
ハ
ガ
キ
】「
飛
鳥・藤
原
」奈
良

講
演
会
受
付
係（
〒
６
３
０
‐

８
０
１
４
奈
良
市
四
条
大
路
１

‐
３
‐
45
イ
ン
パ
ク
ト（
株
）内
）

②�

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】https://

event.nara.jp/asuka-
fujiw

ara/nara2016

　
（
共
通
）　

橿
原
市
世
界
遺
産

推
進
課
（

21
‐
１
１
１
４
）

　
　
　
　

　
県
内
の
求
人
企
業
約
50
社
が
就

職
希
望
者
に
対
し
て
会
社
概
要
や

求
人
内
容
等
を
説
明
す
る
企
業
合

同
説
明
会
、
業
界
研
究
会
を
開
催

し
ま
す
。
申
込
不
要
。

▽
日
時　
２
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
正
午
～
午
後
６
時

▽�

場
所　
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
（
奈

良
市
三
条
本
町
８
‐
１
）

▽�

対
象　
平
成
28
・
29
年
３
月
大

学
等
卒
業
予
定
者
、
お
お
む
ね

35
歳
未
満
の
求
職
者

　
　

奈
良
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
（

０
７
４
２
‐
22
‐

３
２
０
０
）、（
一
社
）
奈
良
経
済

産
業
協
会
（

０
７
４
２
‐
20
‐

２
２
１
０
）
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申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

世
界
遺
産
「
飛
鳥
・
藤
原
」

登
録
推
進
協
議
会
主
催
事
業

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ

く
り
協
議
会  

活
き
活
き
講
座

N
ARA

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

市
観
光
協
会
主
催
事
業

申
問

申
問

問

問 問

◆

◆

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
市
の
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
市
指
定
工
事
店
以
外
の
業
者
に
よ
る
工
事
は
、
違
法
工
事
と
な
り
ま
す
。



▽�

日
時　
①
「
就
職
面
接
で
試
さ

れ
る
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

2
月
４
日
（
木
）、
②
「
就
活

に
欠
か
せ
な
い
、
自
己
分
析
」

２
月
10
日
（
水
）、
③
「
仕
事

の
探
し
方
～
業
界
や
職
種
に
つ

い
て
も
考
え
よ
う
～
」
２
月
18

日（
木
）、④「
実
践
に
役
立
つ
！

面
接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！
」
２
月

24
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽�

場
所　
①
～
③
は
、
な
ら
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
（
奈
良
市
西
木
辻
町

93
‐
６
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）、

④
は
、
高
田
し
ご
と
ｉ
セ
ン

タ
ー
（
大
和
高
田
市
幸
町
２
‐

33
奈
良
県
産
業
会
館
）

▽�

対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

（
40
代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就

労
者
を
含
む
）

▽�

定
員　
各
10
人
程
度（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開

催
日
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
居

住
地
の
市
町
村
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
、
前
日
ま
で
に

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

　

・　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（

０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
３
０

FAX 
０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
５
７
）

▽
日
時　
３
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽�

場
所　
奈
良
県
産
業
会
館
（
大

和
高
田
市
幸
町
２
‐
33
）

▽�

内
容

〈
第
１
部
〉
ジ
ェ
ン
ダ
ー
劇
場

「
男
は
仕
事
？
女
は
家
庭
？
」

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ
ー
男
女
共

同
参
画
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー

チ
ー
ム
「
い
き
サ
ポ
座
」

〈
第
２
部
〉講
演「
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
素
敵
な
関
係
～
自
立
し
な

が
ら
支
え
あ
う
～
」
神
原
文
子

さ
ん
（
神
戸
学
院
大
学
教
授
）

▽
対
象　
男
女
問
わ
ず

▽
定
員　

 

30
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　

 

無
料

※�

託
児
（
１
歳
以
上
就
学
前
ま

で
）
は
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き

５
０
０
円
。

▽
申
込
方
法　
３
月
12
日
（
土
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

奈
良
県
女
性
セ
ン
タ

ー
（
〒
６
３
０
‐
８
２
１
６
奈
良

市
東
向
南
町
６
・

０
７
４
２
‐

27
‐
２
３
０
０
・
FAX 
０
７
４
２

-

22-

６
７
２
９
・http://

w
w
w
.pref.nara.jp/11774.

htm

）

バンビシャス奈良公式戦
桜井市民優待デー

バンビシャス奈良　VS　高松ファイブアローズ
（会場：橿原公苑第一体育館）

2 月 20 日（土）午後 6 時～
2 月 21 日（日）午後２時～

２階自由席
大人 2,300 円　→　1,800 円

小中学生 1,300 円　→　800 円

　試合当日、会場のチケット売場で桜井市に在勤・在学・
在宅である証明をご提示ください（広報わかざくら、運転
免許証、健康保険証、名刺、学生証等）。
※ �1 人４枚まで購入できます。また、チケット販売は試合

開始の 3 時間前から第２クウォーター終了までです。

▽問い合わせ先　株式会社バンビシャス奈良
　　　　　　　　（ 0742-20-1800）

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

へ
の
登
録
に
つ
い
て

～
女
子
の
部
・
混
合
の
部
～ 

　

登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、

３
月
１
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で

に
総
合
体
育
館
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※�

登
録
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録

説
明
会

　
平
成
28
年
度
少
年
の
部
・
一
般

の
部
登
録
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
の
代
表

者
は
、必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分

▽
場
所　
総
合
体
育
館
会
議
室

市
歩
こ
う
会

～
四よ

つ
い
し
や
ま

石
山
と
金き

ん
ゆ
う
じ

熊
寺
梅
林
へ
～

▽�

日
時　
２
月
28
日
（
日
）

　
午
前
８
時　
桜
井
駅
北
口
集
合

▽�

コ
ー
ス
（
約
6.5‌

㎞
・
４
時
間
）　

JR
山
中
渓
駅
→
四
石
山
（
３　

８
５
ｍ
）
→
金
熊
寺
→
金
熊
寺　

バ
ス
停
→
JR
和
泉
砂
川
駅

▽
持
ち
物　
昼
食
・
雨
具

▽�

費
用　
３
０
０
円

▽
締
切
日　
２
月
24
日
（
水
）

【
総
合
体
育
館　

45‐
０
６
０
９ http://w
w
w
.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー
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な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
活
セ

ミ
ナ
ー
（
２
月
）

女
と
男
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
講
座

申
問

申
問



▽
日
時　
３
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

▽�

場
所　
学
園
前
ホ
ー
ル
（
奈
良

市
学
園
南
３
‐
１
‐
５
）

▽�

内
容　
女
性
の
健
康
ケ
ア
で
活

力
ア
ッ
プ

①�

「
女
性
の
健
康
と
喫
煙
‐
夫
の

喫
煙
で
妻
の
乳
が
ん
リ
ス
ク
が

２
倍
に
‐
」
山
下
健
さ
ん
（
大

和
郡
山
病
院
産
婦
人
科
部
長
）

②�

「
遺
伝
性
の
が
ん
を
考
え
る
」小

林
浩
さ
ん
（
奈
良
県
立
医
科
大

学
産
科
婦
人
科
学
教
室
教
授
）

▽
定
員　
３
０
０
名

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　
電
話
で
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
も
受
付

し
ま
す
。

　
・　
　
奈
良
県
産
婦
人
科
医
会

公
開
講
座
係
（
奈
良
県
医
師
会
館

内

22
‐
８
５
０
２
）

▽
日
程
・
種
目
・
会
場

●
４
月
17
日
（
日
）

〈
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〉
奈
良

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

体
育
館
、〈
サ
ッ
カ
ー
〉
県
立

高
等
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
決
行
）、〈
フ
ッ
ト
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
〉
県
立
高
等
養
護
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
少
雨
実
施
）

●�

４
月
24
日
（
日
）

〈
卓
球
競
技
〉
奈
良
県
心
身
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉
県
立
高
等

養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
少
雨

実
施
）

●�

５
月
８
日
（
日
）

〈
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
〉
県

立
高
等
養
護
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
少
雨
実
施
）

●
５
月
15
日
（
日
）

〈
水
泳
競
技
〉
な
ら
や
ま
屋
内

温
水
プ
ー
ル
（
奈
良
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

●
５
月
22
日
（
日
）

〈
陸
上
競
技
〉
県
立
橿
原
公
苑

陸
上
競
技
場
（
雨
天
決
行
）

▽�

対
象　
県
内
在
住
の
身
体
障
害

者
手
帳
（
内
部
障
が
い
者
は
、

膀
胱
ま
た
は
直
腸
機
能
障
害
の

み
）
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
っ

て
い
る
満
13
歳
以
上
（
平
成
28

年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

▽�

申
込
方
法　
３
月
４
日
（
金
）

ま
で
に
左
記
へ
。

※�

学
校
・
施
設
に
在
学
ま
た
は
入

所
中
の
人
は
、
学
校
長
・
施
設

長
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２
）

おはなし会の案内（当日参加）
『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ
未
み
知
ち
』、職員によるおはなし会を開催しています。※大人も入場できます

月 日 担 当 時 間 内 容 場 所

２ ６日（土） 桜井おはなしの会 午後 3 時～ 3 時 30 分
おはなしや絵本の読み聞
かせなど おはなしのへや

20 日（土） 子ども読未知 絵本の読み聞かせなど
●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。

期限を過ぎても返却がない場合、貸出停止になることがあります。
みなさんのご理解とご協力をお願いします。
◎今月の休館日は、毎週火曜日、第２金曜日（12 日）です。

【図書館 44‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●臨時休館に伴う特別貸出について
　本の点検や整理などのための臨時休館（３月 11
日（金）～ 19日（土）まで）に伴い、特別貸出を行
います。

▽実施期間　２月 26日（金）～３月 10日（木）
　　　　　　※火曜日休館

▽貸出期間　４週間まで
※�詳しくは館内の掲示を見るか、図書館まで問い合
わせてください。

●図書館文化講座

▽�日時　３月５日（土）午後２時～３時

▽場所　図書館研修室

▽テーマ　ガイドから見た桜井市の魅力

▽ �講師　池田幸重郎さん（桜井市観光ボランティア
ガイドの会会長）

▽対象　一般

▽定員　30名

▽費用　無料

▽ �受付期間　２月１日（月）から、
定員になり次第締め切ります。

▽ �申込方法　往復ハガキまたはＥメールに、講座名・
郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入して、市
立図書館（〒 633‐0051 大字河西 31・Ｅメー
ル tosyokan.sakura@office.eonet.ne.jp）へ 申
込んでください。図書館カウンターでも受付けて
います。

桜井市の魅力って
なんだろう？

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/
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第
16
回
奈
良
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

申
問

申
問
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市民目線で「桜井のとっておき」を選んだ「大
和さくらい１００選」に選ばれている場所を紹
介するよ！今回は万葉集ゆかりの地だよ～。

黒崎にある白山神社の周辺は、雄略天皇の泊
はつせあさくらのみや

瀬朝倉宮
があったとされているよ。
万葉集は雄略天皇の歌から始まっていて、この白山神
社の境内には「萬葉集発耀讃仰碑」が建てられているよ。

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課

（ 42 ‐ 9111 内線 342）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp 

次は高家に行ったよ～。
その昔、舎

と ね り し ん の う
人親王が日本書紀を

編纂したのがこのあたりとされ
ているの。この高家のあたりは
北は奈良盆地を一望、西は明日
香の地を見下ろすことができて
絶好の景色だね。大和さくらい
100 選に「記紀万葉ゆかりの地」
として選ばれているよ！

金屋のあたりは、昔、海
つ ば い ち

石榴市という大きな市
があったとされているんだよ。春や秋のころに
は、人々が集まってお互いに歌を詠み交わして、
出会いや求婚の場になったんだって～♡
公園には飾り馬もいるよ！

十二柱神社

近鉄大阪線

白山神社
朝倉小学校

大和朝
倉駅

165号線

文

金屋河川敷公園

保健会館

上下水道部（旧水道局）

三輪小

大和川（初瀬川）

磯城嶋公園

大向寺橋

馬井出橋

三
輪
駅

JR
万
葉
ま
ほ
ろ
ば
線

中和幹線

出口橋

山田寺跡 高家至
明
日
香

オーベルジュ・ド・
ぷれざんす桜井

安倍寺跡



❀桜井市
ＰＨＯＴＯニュース

「図書館フェスティバル」
　市立図書館にて、図書館フェスティバルを２日間にわ
たって開催しました。
　初日には、本のリサイクルフェアとボランティアによ
る人形劇・おはなし会を実施。２日目は「冬のプチ文化
祭」と題し、吹奏楽や軽音楽、新体操などの部活動に打
ち込む市内の高校生が日頃の練習成果を披露しました。
　高校生が薦める本を展示したＹＡコーナーは、ほとん
どが貸出し中となるほどの人気でした。これをきっかけ
に、高校生が本や図書館と繋がっていくことを願います。

「子どもたちのために役立てて」
　虎の子会が主催したチャリティイベントで集まった募
金を寄付するため、代表の上田二朗さん（元プロ野球阪
神タイガース選手）と会長の鳴見介童さん（高野山住職）
が、松井市長を訪問しました。
　ふたりは、「飛鳥学院の子どもたちのために役立てて
ほしい」と市長に伝え、寄付金を手渡しました。市長は、
その言葉に力強く頷きました。
　チャリティ活動に参加したみなさんの善意に、こころ
が温かくなります。

「桜井にサーカスがやってきた！」
　ハッピードリームサーカスの桜井公演が大字粟殿の特
設会場で開催されています。この公演は、桜井市が本年
９月１日で市制施行 60周年を迎えることを記念し、奈
良新聞社が主催したものです。
　シルクを使った華麗な空中演舞「シルクファンタジー」
や、３つの巨大車輪を使ったスタント「大車輪」、迫力
満点の空中ブランコなど、次々行われる演技に「すごい
迫力だった！」と見に来ていた子どもたちは感動してい
ました。桜井公演は２月 29日まで開催されます。

「2016年新春マラソン大会開催」
　総合体育館を主会場に、市内を走る新春マラソン大会
が今年も開催され、市内外から約 2,000 人の参加があ
りました。
　ファミリーの部や健康づくりの部のほか、年齢や性別
によって分かれたランナー達は、それぞれ自己のベスト
を尽くしました。大会の結果は、桜井市体育協会のホー
ムページに掲載されています。
　当日は天候にも恵まれ、走る楽しさを感じられる大会
となりました。

12/24
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この広報紙は、再生紙を利用しています
桜井市ホームページアドレス　http://www.city.sakurai.lg.jp

◇市民の動き◇　平成 27年 12月 31日現在（前月比）
〈人口  59,045 人 (-75)〉〈男  28,106 人 (-28)〉〈女  30,939 人 (-47)〉〈世帯数  24,508 世帯 (+5)〉
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